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正の実数 aに対して，xy平面上に 2点A(2 , a), B(2 , − a)をとる。原点

を中心とする単位円を C : x2 + y2 = 1とする。以下の問いに答えよ。

(1) 点 Pが円 C 上を動くとき，�APBの重心Gの軌跡を求めよ。

(2) 点 Pが円 C 上を動くとき，�APBの外心Qの軌跡を求めよ。

出典：2023年 鳥取大学

解答
(1) ABの中点をM(2, 0)とおくと，�APBの重心Gは PMを 2 : 1に内分するから

−−→
MG = 1

3
−−→
MP

よって，点 Pが円 C上を動くとき，重心Gの軌跡は

OMを 2 : 1に内分する点
( 4

3
, 0

)
を中心とする半径 1

3
の円 (答)

である。

(2) �APBの外心Qは，ABの垂直二等分線 (x軸)と APの垂直二等分線との交点で
ある。P(cos θ, sin θ)とおくと，APの垂直二等分線の方程式は

(x − cos θ)2 + (y − sin θ)2 = (x − 2)2 + (y − a)2

∴ 2(2 − cos θ)x − 2(a − sin θ)y = a2 + 3

x軸 (y = 0)との交点を求めて
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− 1 � cos θ � 1より

1 � 2 − cos θ � 3 ∴ a2 + 3
6

� a2 + 3
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よって，外心Qの軌跡は

2点
(
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6

, 0
)
,

(
a2 + 3

2
, 0

)
を両端とする線分 (答)

である。
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